
「夢・未来プロジェクト」の実施について 

 オリンピック・パラリンピック教育の一環として、9 月 22 日（金）にパラリンピック 4 大会連

続出場し、車いすバスケでの海外留学第 1号日本人選手として世界で活躍された神保 康広さんを

お招きして、「夢・未来プロジェクト 自分にチャレンジプログラム」を行います。本校の保護者

の方、地域の方には見学いただくことができます。本物の選手と子供たちとの活動からどのような

ものが生まれるのかご興味のある方は、是非ご来校下さい。ただし、写真やビデオの撮影はできま

せんのでご了承下さい。（事前の申し込みはいりません。直接体育館にお越し下さい。） 

8:50～ 9:30 全学年・・・・・パラリンピックに出るまでに努力してきたことや,競技に関する

お話を聞いたり、演技を見たりします。 

9:40～10:40 第 6学年・・・・実技指導・体験教室 ミニゲーム 

11:00～12:00  コスモス学級・・ 実技指導・体験教室 ミニゲーム 

 

 

 

 

 

 

 

   見えないけれど、感じる成長 

校 長  佐 野  匡 

 8 時を過ぎると、校庭から聞こえる子供たちの

声が少しずつ大きくなりました。そして、8時 15

分を過ぎると、一斉にその声や笑いが校舎内で響

き、2 学期がスタートしました。今年は秋を感じ

させるような涼しい空気が、一層爽やかさを感じ

させてくれます。 

一学期の終業式では「９月には体も、そして気

持ちも元気にみんなで学校での生活をスタート

いさせたいです。」と伝えていました。始業式の

見事な整列や朝の元気なあいさつから、この夏休

みに家庭や地域で充実した日々を過ごしたこと

を感じました。高学年の子供たちは作品展の机を

ならべたり、教科書を運んだりと、高学年として

の活動をはじめました。 

 この夏休み普段の学校生活だけでは味わえない、様々な経験をしてきたと思います。そ

の報告を友達や先生に話すことで、「点数や記録には残らないけれど大切なもの。」をしっ

かりと価値付け、学校生活に生きるよう指導していきます。２学期も地域の方々、保護者

の皆様のご支援、ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。 

＜教育目標＞ 

○思いやりのある子ども 

○進んでやりぬく子ども 

○じょうぶな子ども 

○よく考える子ども 
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校 長 佐 野 匡 


